
高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより 問長寿支援課（金屋庁舎）

有田川町地域包括支援センターでは、介護予防などの相談に応じています。

この「介護マーク」は、介護をする方が介護中であることを周囲に
理解していただき、偏見や誤解を受けることがないように作られた
マークです。各庁舎に置いていますので、ぜひご活用ください。また
外出先でこのマークを見かけた時は、温かく見守ってください。

●こんなとき、困ったことはありませんか？
・駅やお店などのトイレで付き添うとき

・男性介護者が女性用下着を購入するときなど

●石垣小学校6年生　6月21日（水）
講師のキャラバン・メイトから分かりやすい言葉で、実

際にあった小学生の心温まるエピソードを交えながら
認知症について説明を受けました。また、児童との意見
交換では、素直な意見が出され、講師との会話のキャッ
チボールを行いながら和やかな講座となりました。帰宅
後にご家族にも講座の内容を共有してくれました。

介護マークをご活用ください

│受講者の声│

入居者さんやご家族に

学んだことを実践したい。

― 認知症キャラバン・メイト連絡会活動報告 ―

認知症キャラバン・メイト連絡会では、さまざまな職歴をもつキャラバン・メイトがぞれぞれの専門知識や強みを生かして、
工夫しながら講座を実施しています。皆さまもぜひ受講してみませんか。認知症サポーター養成講座の受講を希望される場
合は、地域包括支援センターまでご連絡ください。

やさしくゆっくり話しかけ

たい。認知症は誰でもな

る病気だと分かった。

●住宅型有料老人ホーム職員　7月28日（金）
日頃から高齢者に関わる職員の方々が今後の

ケアのため、看護師のキャラ・バンメイトから病気の
詳細や対応の方法など説明を受け、多くの質疑応
答があり活発な意見交換が行われました。

［ 配布場所 ］　住民課（吉備庁舎）／長寿支援課（金屋庁舎）／住民福祉室（清水行政局）
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